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北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

。
一
つ
の
一
ハ
年
一

「
μ
民
党
一
党
支
配
の
マ
ク
口
ス
ト
リ
ア
」

一
月
一
同
日
(
本
)
午
後
一
時
よ
り

同
日
主
計

'/t.; 
エ

)1 

同
席
者

i 

y， 

本
報
告
で
は
、
一
八
芹
同
に
わ
た
る
再
出
民
主
党
の
一
党
支
配

F
E

リ

イ

ツ

ロ

百戸吋
3
C
G
E
ニコ

2
2
)
の
軌
跡
を
あ
ら
た
め
て
巨
侃
的
に
、
い
わ
ば
ロ
ン

グ
、
ン
ヨ
ヅ
ト
で
愉
服
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
た
だ
し
、
変
化
が
な
け
れ
ば

ス
ト
リ
ア

歴
史
は
描
け
な
い
〕
て
こ
で
、
j

一円
U

目
覚
の
支
配
政
完
(
込

(
B
E
E
F
古代
ζ
)

と
し
て
の
議
会
内
で
の
優
越
的
地
伶
が
、
そ
の
安
定
件
に
お
い
て
か
な
り

の
変
動
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
に
い
ま
一
度
石
刊
し
、
三
八
年
間
を
府
民

党
一
党
支
配
の
始
動
則
二
九
台
万
六
口
年
)
・
安
定
期
(
九
六
一
り

・
動
揺
則
二
九
七
三
河
八
年
)
目
弛
緩
期
(
一
九
八

の
凶
朋
に
分
け
た
う
え
で
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
慨

七

千「

三
年
九
一
年
)

の
弘
正
牛
原
凶
を
粁
路
依
存
性
に
留
意
し
つ
つ
凶
作
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

本
報
告
で
暫
定
的
に
提
不
し
た
fl民
党
一
党
支
配
史
肝
釈
の

H
Yは
、
以

卜
の
通
り
で
あ
る

民主

μ
民
覚
一
党
支
配
は
、
計
九
h

土
義
政
党
の
政
権
到
達
阻
け
を
目
標
と
す

る
保
守
人
n
同
に
よ
っ
て
始
動
し
た
が
、
ぞ
の
時
点
で
は
、
保
守
政
治
家
の

口
論
見
が
当
た
る
保
剖
な
ど
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
野
党
第
一

党
の
日
本
社
会
党
は
、
一
九
五
心
年
代
役
半
の
「
政
治
の
季
節
」
の
経
験

を
踏
ま
え
、
〈
市
民
社
会
〉
に
お
け
る
政
権
末
椴
形
成
を
〈
政
治
社
会
V

で
の
挙
的
な
勢
h
A
拡
大
に
先

h
さ
せ
る
、
〈
巾
民
社
会
〉
先

h
mと
で

も
昨
ぶ
べ
き
政
権
獲
得
構
想
を
、
「
構
造
改
小
論
」
と
い
う
形
で
採
用
す

る
に
至
り
、
こ
こ
に
与
野
党
聞
の
選
挙
競
干
は
大
き
く
弛
緩
し
た
し
か

も
、
こ
の
政
権
供
得
構
想
は
「
円
本
に
お
け
る
牡
た
ヱ
r

立
へ
の
道
」
に
継

承
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
一
九
?
ハ
ロ
年
代
を
通
じ
て
の
日
民
止
一
党
支
配
の

安
定
は
、
か
く
て
牛
じ
た
野
党
の
競
争
仲

(
2
ロエ
Z
Z
Z
2
2
2
。同

C
2
5
2
5乏
の
仮
伏
同
定
化
の
ほ
ぼ
必
然
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
同
じ
く
九
百
円
〉
年
代
後
半
の
政
治
的
経
験
は
、
自
民
党
を
し
て
政

権
連
日
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
こ
の
こ
と
に
起
因
す
る
白

北法58U -12;)) 125 



割{

民
党
の
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
が
、
「
固
い
一
日
民
党
支
持
の
再
生
J

廷
を
不

司
能
に
し
た
こ
の
結
果
、
自
民
党
の
支
持
基
院
は
罰
的
縮
小
と
質
的
弱

化
と
に
同
時
に
見
持
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況

I
で
未
宵
有
の

経
済
危
機
が
生
じ
た
と
き
、
「
保
草
伯
仲
一
と
い
う
新
た
な
政
党
有
置
が

現
山
し
た
の
で
あ
っ
た
ご
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
て
自
民
党
克
支
配

が
本
格
的
な
動
揺
を
一
小
す
直
前
、
九
六
の
一
年
代
に
社
会
党
が
選
挙
殻
争

か
ら
断
脱

L
叫
明
け
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
す
で
に
「
野
党
多
党
化
」
状

出
が
表
面
化
し
て
い
た
ご
ぞ
し
て
、
こ
の
も
う
ひ
と
つ
の
新
た
な
政
党
布

世
の
出
羽
に
対
し
、
社
会
党
は
〈
巾
民
社
会
〉
先
行
制
政
権
独
得
構
想
を

温
存

L
っ
て
単
独
政
権
論
か
ら
連
人
門
政
惇
論
へ
と
政
権
構
想
を
転
換
す

る
こ
と
で
対
応
し
た
た
め
に
、
多
党
化
し
た
山
副
党
勢
力
は
凝
集
性
を
同
ノ
偲

で
き
ず
、
野
党
の
競
予
刊
は
容
易
に
上
昇
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
封
党
間
で
本
格
的
な
辿
ム
ロ
政
権
協
議
が
進
反
し
な
か
っ
た
た
め
、
社
公

党
の
連
介
能
力

(
R
o
p
-
-
E口
氏
喜
五
百
二
)
喪
失
状
況
に
変
化
は
凡
ら
れ
ず
、

代
将
勝
利
辿
合
の
成
六
可
能
性
は
低
い
ま
ま
に
と
と
ま
っ
た
じ
験
列
な
派

閥
抗
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
が
卜
人
組
棋
な
分
裂
を
経
験
し
な
か
っ

た
所
以
で
あ
る
c
そ
の
後
一
九
八
口
年
代
、
と
り
わ
け
中
円
松
山
間
以
降
、

自
民
党
は
「
改
革
」
の
展
開
を
演
山
山
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
支
持
政
党
な
し
」

出
の
動
員
と
「
弱
い
」

μ
民
党
支
持
層
の
離
反
の
防
け
に
努
め
、
支
配
政

党
と
し
て
の
地
位
を
維
持
す
る
{
だ
が
、
そ
れ
は
「
凶
い
」
山
川
氏
完
支
持

割4

の
位
勺
査
に
慕
守
つ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
そ
の
聞
に
、
社
会
党
は

〈
市
民
社
会
〉
先
わ
型
的
政
権
拡
件
構
想
を
僻
消
し
、
野
党
問
で
の
連
命

政
権
協
議
を
准
め
る
な
か
で
、
徐
々
に
で
は
あ
れ
「
現
実
政
党
化
」

L
、

連
合
能
力
を
凶
保
し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
一
日
民
〆
兄
一
党
支
配
は
、
破
片

化
を
乗
り
越
え
て
凝
集
円
を
備
え
た
野
党
勢
力
が
与
党
に
対
す
る
筏
争
性

を
高
め
た
こ
と
で
「
他
緩
」

ν
た
の
で
は
な
い
。
野
党
れ
一
党
内
辿
合
能

力
の
凶
復
そ
の
も
の
が
代
替
勝
利
連
合
の
成
立
川
能
性
を
引
き
上
げ
、
そ

の
結
呆
と
し
て
山
民
党
内
非
主
流
派
以
、
一
干
流
派
に
と
っ
て
の
離
党
オ
プ

ン
ョ
ン
の
成
功
可
能
性
が
而
ま
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
在
制
的
な
与
党
分
裂

川
町
能
性
が

mし
た
こ
と
が
、
自
民
党
一
党
支
配
を
「
弛
緩
」
さ
せ
た
の
で

あ
る
)
そ
し
て
実
際
に
も
、
{
日
以
内
問
の
一
政
治
改
革
」
へ
の
消
柿
姿
勢

を
世
に
印
象
づ
け
つ
つ
羽
出
派
が
離
克
に
踏
み
切
っ
た
と
き
、
自
民
党
一

党
支
配
は
突
如
と
し
て
終
お
を
迎
え
た
り
な
お
、
自
民
党
一
党
支
配
の
終

お
は
自
民
党
を
中
核
に
出
え
た
辿
介
政
権
の
誕
牛
で
は
な
く
、
そ
の
野
覚

化
を
招
来
し
た
が
、
ぞ
れ
は
、
「
万
年
与
党
」
か
ら
離
脱
し
た
保
守
政
治

家
が
時
的
と
は
い
え
社
会
吋
ハ
兄
と
連
合
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ

り
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
社
会
ν瓦
が
少
な
か
ら
ず
連
人
n
能
力
を
同
悔
し
て
い
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た
か
ら
な
の
で
あ
っ
一
た
。

報
告
者
に
と
っ
て
の
日
下
の
研
光
課
題
の
ひ
と
つ
は
、
社
会
党
統

受
け
て
の
保
守
合
同
と
社
会
覚
の
連
合
能
力
同
復
を
背
討
に
生
じ
た
保
守 ~ム
己



分
裂
と
い
、
っ
、

一
つ
の
〈
政
治
社
会
〉
没
動
に
よ
っ
て
始
期
と
終
期
を
面

さ
れ
る
自
民
党
一
党
支
配
の
歴
セ
を
、
政
党
同
故
中
が
牛
む
独
自
の
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
備
え
た
〈
政
治
社
会
V

の
雌
史
と
し
て
門
構
成
す
る
こ
と
で

あ
り
、
本
恨
告
は
か
か
る
試
み
の
第
相
手
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

蛍
疑
応
谷
に
お
い
て
参
加
者
の
右
々
か
ら
頂
い
た
コ
メ
ン
ト
は
い
ず
れ
も

示
唆
に
需
む
も
の
で
あ
り
、
恨
川
口
者
ー
と
し
て
は
分
析
の
さ
ら
な
る
粕
紋
化

の
必
要
性
を
山
怖
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

|ヒ}伝道人 h土''!会記半
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